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【学術情報】                                ㈱サン・クロレラ 研究開発部 

エゾウコギによるがん関連疲労の改善に対する実行可能性評価試験 

学術誌「Palliative Medicine Reports, Vol.5」に掲載 

 

〔研究目的〕  

日本においてがんは2人に1人は一生に1度は罹患する国民病です。がんが進行した患者さん

では、疲労や倦怠感といった症状(がん関連疲労または倦怠感)が高頻度に認められます。さ

らにがん関連疲労を有するがん患者さんでは、睡眠障害や抑うつといった多岐にわたる自覚

症状も呈することから、これらの症状が生活の質(Quality of Life)の低下にも直結することが

知られています。特にがんの終末期においてはがん性疼痛なども併発するため、これら症状

に対する薬物などによる緩和療法の充実は、超高齢化を迎えがん患者罹患数のさらなる増

加が予想される本邦では喫緊の課題となっています。このがん関連疲労（倦怠感）に対しては，

さまざまな投薬治療によって一定の効果が認められているものの、副作用等により定まった治

療方針が世界的に確立されておりません。 

エゾウコギは、中国の約2000年前の本草書「神農本草経」にも収載されている生薬ですが、

機能性食品としても世界で広く利用されています。近年の研究から、エゾウコギには日常的に

疲労を感じている健常者において抗疲労作用を示すことが報告されています。そこで本研究

では、疲労感を訴える進行がん患者さんに試験に参加していただき、エゾウコギ含有飲料摂

取によるがん関連疲労に対する安全性と改善効果を検証するための前段階として実行可能

性評価試験を行いました。 

 

〔試験方法〕  

がん関連疲労を有する15名の進行がん患者さん（52-87歳、女性9名・男性6名）に、エゾウコ

ギ含有飲料（㈱サン・クロレラ、京都）30mLを1日2回、28日間摂取してもらいました。試験完遂

率を主な評価項目とし、副次的な評価として質問票により疲労感をスコア化するBFI（Brief 

Fatigue Inventory：簡易倦怠感尺度、軽度1-3、中等度4-6、重度7-10）、酸化ストレス度、有

害事象等について評価しました。 

 

〔結 果〕  

摂取終了後の BFI 検査まで終了して試験完遂できたのは 15 名中 7 名でした(46.7 %)。この 7

名のうち 5 名で BFI スコアの低下が認められました。摂取開始前に BFI スコア 5.5 以下であっ

た患者さん 4 名全員で BFI スコアが低下し、摂取開始前 BFI スコア 5.5 以上の患者さん 3 名

のうち 1 名でスコアの低下が認められました。7 名のスコア平均値で見ても、摂取により BFI

スコアが 5.3 から 3.9 に低下していました（中央値の比較、図 1）。また、有意差は認められま

せんでしたが、摂取終了後に血漿抗酸化力値が上昇する傾向が認められました（図 1）。試

験に参加した 15 名のうち 9 名の患者さんが 28 日間のエゾウコギ含有飲料の摂取を完了しま
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したが、エゾウコギ含有飲料に起因する有害事象は認められず、摂取を完遂できなかった患

者さん 6 名はがんの病状の進行等によるものが原因でした。 

以上の結果から、エゾウコギ含有飲料は進行がん患者さんにおいても安全に摂取できる食

品であり、BFI スコア 5.5 以下の中等度以下のがん関連疲労を有するがん患者さんでは、疲

労感の改善に有用である可能性が示されました。今後、多くの進行がん患者さんが参加する

臨床研究によって、エゾウコギががん関連疲労の改善に真に有効であるかについて広範に

検証されることが期待されます。 

 

 

図1．エゾウコギ含有飲料の摂取前後における疲労感スコア（BFI）および抗酸化力値

（BAP/dROMｓ）の変化 
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